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花巻市国民健康保険運営協議会会議録 

 

１ 日  時   平成２７年２月２０日（金） 午後１時 

 

２ 会議場所   花巻市役所本庁舎３階 ３０２・３０３会議室 

 

３ 会議日程   別紙次第のとおり 

 

４ 協議事項 

 (1) 諮問第１号 

 平成２６年度花巻市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 

(2) 諮問第２号 

平成２７年度花巻市国民健康保険特別会計予算について 

 

５ 会議に出席した委員は次のとおりである。 

 被保険者代表委員 

委 員  江 川 サツミ 

  委 員  板 垣 眞喜子 

 保険医又は保険薬剤師代表委員 

  委 員  大 沼 一 夫 

  委 員  中 舘 一 郎 

  委 員  八重樫 寿 人 

  委 員  山 田 裕 司 

 公益代表委員 

  委 員  藤 本 莞 爾 

  委 員  髙 橋 勝 昭 

委 員  中 村 良 則 

委 員  杉 原 典 子 

 被用者保険等保険者代表委員 

  委 員  手 塚   剛 

  委 員  高 橋 哲 夫 

 

６ 会議を欠席した委員は次のとおりである。 

   委 員  佐々木 榮 男 

委 員  金 澤 千加子 

 

７ 会議に出席した職員は次のとおりである。 

 市長                     上 田 東 一 

 健康福祉部長                 佐々木  忍 

 財務部市民税課長               伊 藤 榮 一 

 財務部収納課長                平 賀 公 子 
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 健康福祉部健康づくり課長           伊 藤 徳 明 

 健康福祉部国保医療課長            八重樫 洋 子 

 健康福祉部国保医療課課長補佐兼国民年金係長  今 井 岳 彦 

 健康福祉部国保医療課国保係長         菊 池   豊 

 

（開会 午後１時） 

 

国保医療課長（八重樫洋子君） 

委員の皆様には、お忙しいところをご出席いただきまして誠にありがとうご

ざいます。国保医療課の八重樫です。よろしくお願いいたします。 

それでは、ただいまから花巻市国民健康保険運営協議会を開催いたします。 

本日の協議会には、佐々木榮男委員と金澤千加子委員から欠席する旨の申し

出がありましたのでご連絡申し上げます。 

それでは、次第に沿って進めさせていただきます。 

   はじめに、上田市長よりごあいさつを申し上げます。 

市長（上田東一君） 

  花巻市国民健康保険運営協議会委員の皆様、今日はお忙しい中をお集まりいた

だきまして、大変にありがとうございます。 

  国民健康保険の対象となる人たちの高齢化が進み、国保財政は大変な状況には

なっておりますけれども、花巻市の場合は幸いにして、今現在、財政に多少余裕

があるということでございます。平成３０年度から国民健康保険の運営について

は県に移行するということが決まっておりまして、今国会でその関連法案が提出

されるということになっております。それを踏まえまして、平成３０年度までの

財政状況を計算いたしまして、今現在、国民健康保険税につきまして、税率を少

しですけれども引き下げることができるというのが事務局の計算であります。そ

うしますと、将来に備えて財政に余力を持つことは大事に思うわけでありますけ

れども、一方、国民健康保険の対象となる方々へ過大な負担をかけるわけにはい

かないということで、平成３０年度の移行を見据えまして剰余分につきまして保

険料率を引き下げるということで昨年１１月の運営協議会に提案させていただい

たところであります。 

   国民健康保険は、共済あるいは企業の保険の対象とならない方々の健康を守る

ために、どうしても必要かつ大事なものでございます。来年度の予算、また今年

度の補正予算につきまして、委員皆様の慎重なご審議を賜りたいと存じます。よ

ろしくお願いいたします。 

国保医療課長（八重樫洋子君） 

それでは、市長より諮問をお願いいたします。 

（市長から会長へ諮問書手交） 

国保医療課長（八重樫洋子君） 

次に、花巻市国民健康保険運営協議会会長からごあいさつをお願いいたします。 

会長（藤本莞爾委員） 

それでは一言ごあいさつを申し上げます。 
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委員の皆様方におかれましては、大変忙しい中をご出席いただきまして、誠

にありがとうございます。 

また日頃から当協議会の円滑な運営にご協力を賜りまして、心から御礼と感

謝を申し上げる次第でございます。ありがとうございます。 

ただいま、市長から「平成２６年度 国民健康保険特別会計補正予算」並び

に「平成２７年度 国民健康保険特別会計当初予算」の２件について諮問され

たところであります。 

 これらにつきましては、２月４日に研修会を開催し、国保制度や国保税制度

等について市の担当者から話を伺ったところでございます。今回は実際の予算

について審議するものでございます。 

 限られた時間ではありますが、皆様から忌憚のない意見を頂戴しながら、審

議がスムーズに執り行われますよう心からお願い申し上げまして、簡単ですが

ごあいさつといたします。よろしくお願いいたします。 

国保医療課長（八重樫洋子君） 

ありがとうございました。 

なお、市長にはここで、別の用務がございますので、退席させていただきま

す。 

   （市長退席） 

国保医療課長（八重樫洋子君） 

  本日の出席者は、定数１４名中１２名の出席となっております。花巻市国民健

康保険運営協議会規則第４条に定めます定足数に達しておりますことを申し上げ

まして会議に入らせていただきます。 

会議の議長は、花巻市国民健康保険運営協議会規則第６条の規定によりまし

て、会長が当たることとなっておりますので、会長よろしくお願いいたします。 

会長（藤本莞爾委員） 

それでは、会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員は、髙橋勝昭委員と中村良則委員にお願いしますので、どう

ぞよろしくお願いします。 

それでは、審議に入らせていただきます。 

諮問第１号「平成２６年度花巻市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

について」、事務局から説明をお願いします。 

健康福祉部長（佐々木忍君） 

議長 

会長（藤本莞爾委員）  

健康福祉部長 

健康福祉部長（佐々木忍君） 

  諮問第１号「平成２６年度花巻市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」

について、ご説明を申し上げます。 

  特別会計の補正予算（第１号）の１ページを、お開きをお願いいたします。 

  本補正予算でございますけれども、歳入歳出予算の補正でございまして、歳入

歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ「４億９，２２９万８千円」を増額いたし
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まして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ「１０７億３，０８０万８千

円」とするものであります。 

補正の内容につきましては、保険基盤安定繰入金ほか各歳入の最終見込みによ

ります整理並びに国庫支出金等の清算による整理が主な内容でございます。 

国保財政につきましては、歳出額に応じまして、歳入額を確保するというもの

でございますので、最初に「歳出」のほうからご説明を申し上げます。 

事項別明細書によりご説明申し上げます。 

９ページをお願いしたいと思います。 

９ページ、９款 基金積立金、１項 基金積立金、１目 基金積立金、２５節 

積立金「３億６，３１２万円の増」は、前年度繰越金の一部を国保財政調整基金

に積み立てるものであります。 

１１款 諸支出金、１項 償還金及び還付加算金、３目 返還金、２３節 償

還金利子及び割引料「１億２，９１７万８千円の増」につきましては、国庫支出

金等の過年度清算に伴う返還金であります。 

 次に、「歳入」のご説明をいたします。 

   ７ページに戻っていただきたいと思います。 

９款 繰入金、１項 他会計繰入金、１目 一般会計繰入金、１節 保険基盤

安定繰入金「８０５万５千円の減」、及び ２項 基金繰入金、１目 財政調整

基金繰入金、１節 財政調整基金繰入金「１億４，６９５万６千円の減」につき

ましては、それぞれ最終見込みによる整理であります。 

   １０款 繰越金、１項 繰越金、１目 繰越金、１節 繰越金「６億４，７３

３万９千円の増」は、前年度からの繰越金であります。 

以上、「平成２６年度花巻市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」につ

いてご説明を申し上げましたが、よろしくご審議のうえ、ご答申賜りますようお

願い申し上げます。 

会長（藤本莞爾委員） 

ただいま当局から説明をいただきました。 

これに対し、皆様からご質問、ご意見がございましたら、お願いします。 

髙橋勝昭委員 

  はい。 

会長（藤本莞爾委員） 

髙橋委員、どうぞ。 

髙橋勝昭委員 

  積立金で３億６千万円ほど積み立てると、基金の総額はいくらになるのでしょ

うか。 

国保医療課長（八重樫洋子君） 

  お答えいたします。平成２６年度見込みで、１０億２，８９２万円となってお

ります。平成２５年度末では、６億６，５５５万３千円ということになっており

ます。 

会長（藤本莞爾委員） 

ほかに質問、意見がないようですので、これを終結いたします。 
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お諮りいたします。 

諮問第１号「平成２６年度花巻市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に

ついて」は、諮問のとおり答申することにご異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり） 

会長（藤本莞爾委員） 

ご異議なしと認め、諮問第１号は、諮問のとおり答申することに決しました。 

続きまして、諮問第２号「平成２７年度花巻市国民健康保険特別会計予算につ

いて」を議題といたします。 

当局から説明を求めます。 

健康福祉部長（佐々木忍君） 

議長 

会長（藤本莞爾委員）  

健康福祉部長 

健康福祉部長（佐々木忍君） 

諮問第２号「平成２７年度花巻市国民健康保険特別会計予算」につきましてご

説明を申し上げます。 

 具体的に予算の説明に入ります前に、参考資料をご覧いただきたいと思います。 

はじめに、「参考資料１ 花巻市国民健康保険事業の状況」をご説明申し上げ

ます。 

   資料の 1 ページ表面には、上段に「被保険者の推移」、中段に「全被保険者に

おける前期高齢者数（６５～７４歳）、介護保険第２号被保険者数（４０～６４

歳）の推移」、そして下段に「保険給付費の状況」を掲載しております。 

   また、２ページには、上段に「１人当たりの保険給付費の状況」、中段に「国

民健康保険税調定額の状況」、そして下段に「１人当たりの国民健康保険税調定

額の状況」をお示しさせていただいております。 

   １ページの被保険者数でございますが、ご覧のとおり右肩下がりとなっており

まして、減少傾向で推移しております。この被保険者の中に占める高齢者の割合

でございますけれども高くなってきており、併せて、医療技術の高度化等という

問題もございます。そういうことで全体の保険給付費は、下のグラフのとおり増

加してきているという状況でございます。 

   ２ページ、１人当たりの保険給付費でございますけれども、上のグラフのとお

り増加してきているという状況でございます。下の国民健康保険税の収入につい

てでございますけれども、被保険者数の減少に伴いまして、減少してきており、

今後も減少すると予測をしているところでございます。 

   こうした現状を踏まえますと、今後における国保財政の健全かつ安定的な運営

を確保するためには、国保税の収納率向上に努めること、各種の保健事業の推進、

さらには医療費適正化事業の実施に努めていかなければならないというふうに存

じております。 

   参考資料の２を続けてご説明をして申し上げたいと思います。 

   「平成２７年度花巻市国民健康保険特別会計当初予算について」というもので

ございます。資料は平成２７年度の予算のポイント、国民健康保険の財源構成並
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びに予算の積算方法等について記載をしているものでございます。  

   まず最初に、箱囲いの平成２７年度の予算のポイントについてでございます。

国保税につきましては、平成２７年度の税制改正大綱によりまして国保税の賦課

限度額が引き上げられて、合計で限度額がこれまで８１万円でございましたが、

これよりさらに４万円引き上げられるということになります。また、国保税の軽

減措置でございますけれども、５割軽減及び２割軽減の所得基準が引き上げられ

まして、対象も拡大されるということになります。 

   また、高額療養費でございますが、負担能力に応じた負担を求める観点から、

自己負担限度額が見直されまして、平成２７年１月より、これまで３段階の所得

区分であったものが５段階に細分化されているところであります。  

   次に、保険財政共同安定化事業でございますけれども、対象となる医療費が、

これまでの３０万円以上８０万円以下から、８０万円以下すべての医療費に拡大

されるということになっております。 

   また、昨年１１月の運営協議会にてご協議いただきました国保税率の見直し、

引下げの関係につきましては、１２月議会定例会で条例案が可決をされまして、

平成２７年度から実施されることとなります。先ほど市長から、冒頭のあいさつ

にもあったところですけれども、当初予算においても、その減税分を見込んで予

算を組んでいるところでございます。 

   次に、資料右下の予算の積算方法でございますけれども、これについてご説明

を申し上げます。 

   はじめに保険給付費でございますけれども、平成２６年度決算見込みの１人当

たりの保険給付費に、花巻市の過去の給付費の伸び率を乗じまして、平成２７年

度の１人当たりの保険給付費を算定、算出したうえで、平成２７年度の加入者見

込数を掛け合わせまして積算をしております。 

   高額療養費でございますけれども、これについては、自己負担限度額の見直し

の影響による増加分を見込んでおります。 

   ４つ目は保険財政共同安定化事業でございます。これにつきましては、事業の

実施主体であります岩手県国民健康保険団体連合会の試算に基づきまして、所要

額を計上させていただいております。 

   最後になりますが、国保税につきましては、制度改正あるいは所得の状況、被

保険者数の減などを勘案いたしまして見込んでおります。 

   引き続き、「参考資料３ 予算編成の概要」についてご説明を申し上げます。 

   平成２７年度の歳入歳出予算の総額１１３億３，２６５万３千円について、予

算科目ごとの予算額と予算に占める割合、予算科目の説明を掲載しているところ

であります。 

   まず、歳入につきましては、最も割合が多いのは前期高齢者交付金でございま

して、歳入全体の約３割を占めてございます。予算額では３１億１，４３６万６

千円ということになっております。以下、国庫支出金、共同事業交付金と続きま

して、国保税でございますが、１７億１，３５１万１千円で全体の１５％となっ

ております。 

   一方、歳出でございますけれども、歳出につきましては保険給付費が歳出の約
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６割を占めまして、６９億６，７４６万６千円となっております。以下、共同事

業拠出金、後期高齢者支援金等の割合が多くなってございます。 

   それでは、予算について具体の説明に入らせていただきます。 

   予算につきましては、「予算書」と「予算事項別明細書」に分かれてございま

す。最初に予算書の１ページをお開きいただきたいと思います。 

   本予算につきましては、第１条から第３条まで、歳入歳出予算、一時借入金、

及び歳出予算の流用の３つの事項からなっているところでございます。 

歳入歳出予算につきましては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ「１１

３億３，２６５万３千円」と定めようとするものでございます。 

以下、事項別明細書をお願いしたいと思います。 

補正予算と同様に、歳出に応じまして歳入を確保するという会計の性格でござ

いまして、歳出の方からご説明を申し上げます。 

３ 歳出、１款 総務費につきましては、説明を省略させていただきまして、

事項別明細書の２３ページをお願いいたします。 

２款 保険給付費、１項 療養諸費、１目 一般被保険者療養給付費「５６億

８，２２９万３千円」から、５目 審査支払手数料「２，１９０万１千円」まで

につきましては、それぞれ平成２６年度医療費の決算見込みに対しまして、平成

２７年度の医療費の伸び、さらには被保険者数を見込んだものでございます。  

２項 高額療養費、１目 一般被保険者高額療養費「７億９２２万６千円」か

ら、２５ページをお開きいただきまして、４目 退職被保険者等高額介護合算療

養費「１３０万円」につきましては、前年度までの実績額等を勘案いたしまして、

所要額を見込んだものでございます。 

３項 移送費から、２７ページをお開きいただきまして、５項 葬祭諸費まで

につきましては、前年度までの実績額等を勘案いたしまして、所要額を見込んだ

ものでございます。 

３款 後期高齢者支援金等、１項 後期高齢者支援金等、１目 後期高齢者支

援金「１２億３，６３６万９千円」は、すべての医療保険者が加入人数に応じま

して後期高齢者医療制度を支えるために拠出するものでございまして、平成２５

年度清算分を含め、国から示されました試算方法に基づきまして見込んだもので

あります。 

４款 前期高齢者納付金等、１項 前期高齢者納付金等、１目 前期高齢者納

付金「５８万１千円」は、前期高齢者に係る医療費が著しく過大となる保険者の

ため、各医療保険者間の財政調整を行う仕組みとして、すべての保険者が、その

加入者数に応じて負担するものでございます。 

２９ページをお願いいたします。 

５款 老人保健拠出金は説明を省略させていただきまして、６款 介護納付金、

１項 介護納付金、１目 介護納付金「４億７，０３３万円」は、第２号被保険

者１人当たりの算定基準額と平成２５年度介護納付金の清算分を勘案して見込ん

だものであります。 

７款 共同事業拠出金、１項 共同事業拠出金、１目 高額療養費共同事業拠

出金「１億８，６３３万７千円」は、一般被保険者の８０万円を超える高額医療
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費に対する拠出金であり、過去３年間の医療費等の実績により見込んだものであ

ります。 

２目 保険財政共同安定化事業拠出金「２２億３，２８３万５千円」は、同じ

く一般被保険者医療費に対する拠出金でありますが、先ほどご説明申し上げまし

たとおり、対象となる医療費が８０万円以下のすべてに拡大されることから、大

幅な増となるものであります。 

   ３１ページをお開きいただきたいと思います。 

   ８款 保健事業費、１項 特定健康診査等事業費、１目 特定健康診査等事業

費「１億５８７万８千円」は、医療費の適正化を目的として、各医療保険者に義

務付けられた特定健康診査に係る経費でございまして、特定健康診査業務委託

「７，８７６万５千円」が主な内容となっております。 

   ２項 保健事業費、１目 保健活動費「１，８４５万８千円」は、被保険者の

健康保持、さらには中長期的な国保財政の安定化のための医療費適正化対策とし

て、各種の保健事業を行うものでございます。 

   ３３ページをお開きいただきたいと思います。 

   ９款 基金積立金から、続く３５ページの１２款 予備費までにつきましては、

説明を省略させていただきます。 

   戻っていただきまして、５ページをお願いいたします。歳入につきまして、ご

説明いたします。 

   １款 国民健康保険税、１項 国民健康保険税、１目 一般被保険者国民健康

保険税と、２目 退職被保険者等国民健康保険税の合計でございますが、「１７

億１，３５１万１千円」であります。 

   ７ページをお願いいたします。 

   ２款 使用料及び手数料は説明を省略させていただきまして、３款 国庫支出

金、１項 国庫負担金、１目 療養給付費等負担金、１節 現年度分「１５億４

２３万１千円」は、一般被保険者の保険給付費等に対する国庫負担金であります。 

   ２目 高額医療費共同事業負担金、１節 現年度分「４，６５８万４千円」は、

高額医療費共同事業拠出金に対する国庫負担金であります。 

   ３目 特定健康診査等負担金、１節 現年度分「１，７１５万４千円」は、特

定健康診査・保健指導に対する国庫負担金であります。 

   ２項 国庫補助金、１目 財政調整交付金、１節 普通財政調整交付金「５億

１，７０７万８千円」は、療養給付費等負担金と同様に、一般被保険者に係る保

険給付費等に対する国庫補助金でございます。 

   ９ページをお願いいたします。 

   ４款 療養給付費交付金、１項 療養給付費交付金、１目 療養給付費交付金、

１節 現年度分「６億１，７１０万７千円」は、退職被保険者の保険給付費等に

対する社会保険診療報酬支払基金からの交付金であります。 

   ５款 前期高齢者交付金、１項 前期高齢者交付金、１目 前期高齢者交付金、

１節 前期高齢者交付金「３１億１，４３６万６千円」は、前期高齢者の偏在に

よって生じる保険者負担の不均衡を調整するための交付金であります。  

   ６款 県支出金、１項 県負担金、１目 高額医療費共同事業負担金、１節 
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現年度分「４，６５８万４千円」は、高額医療費共同事業拠出金に対する県負担

金であります。 

   ２目 特定健康診査等負担金、１節 現年度分「１，７１５万４千円」は、特

定健康診査・保健指導に対する県負担金であります。 

   １１ページをお願いいたします。 

   ２項 県補助金、１目 財政調整交付金、１節 財政調整交付金「３億５，８

５８万円」は、国庫補助金と同様、一般被保険者に係る保険給付費等に対する県

補助金でございます。 

   ７款 共同事業交付金、１項 共同事業交付金、１目 共同事業交付金、１節 

現年度分「２億３，０１２万円」は、一般被保険者の高額医療費に対する岩手県

国民健康保険団体連合会からの交付金であります。 

   ２目 保険財政共同安定化事業交付金、１節 現年度分「２０億７，６１８万

円」は、一般被保険者の医療費に対する交付金であります。歳出７款、保険財政

共同安定化事業拠出金でもご説明したところでありますけれども、これについて

は対象となる医療費が拡大されることから、大幅な増になるということでござい

ます。 

 １３ページをお開きをお願いいたします。 

 ８款 財産収入につきましては説明を省略させていただきまして、９款 繰入

金、１項 他会計繰入金、１目 一般会計繰入金、１節 保険基盤安定繰入金

「４億２，４１３万円」から、３節 その他一般会計繰入金「１億８，６９７万

８千円」までにつきましては、一般会計からのそれぞれの繰入金でございます。  

 ２項 基金繰入金、１目 財政調整基金繰入金、１節 財政調整基金繰入金は

「１，５６５万７千円」でございまして、国民健康保険財政調整基金から繰り入

れるものでございます。平成２７年度末の残高でございますけれども、約１０億

１，３５６万円ということで見込んでいるところであります。 

 １５ページの１０款 繰越金、１１款 諸収入につきましては、説明を省略さ

せていただきます。 

 それでは、予算にお戻りいただきたいと思います。１ページでございます。  

 第２条 一時借入金でございますけれども、一時借入金の最高額を「５億円」

と定めようとするものでございます。 

 第３条は、経費の流用ができる場合を定めようとするものでございます。  

 以上、「平成２７年度花巻市国民健康保険特別会計」につきまして、ご説明申

し上げましたが、よろしくご審議の上、ご答申を賜りますようお願い申し上げま

す。 

会長（藤本莞爾委員） 

ありがとうございました。当局から説明をいただきました。 

これに対しまして、ご質問、ご意見がございましたら、お願いいたします。 

（質問、意見なし） 

会長（藤本莞爾委員） 

質問、意見がないようですので、これを終結いたします。 

お諮りいたします。 
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諮問第２号「平成２７年度花巻市国民健康保険特別会計予算について」は、諮

問のとおり答申することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

会長（藤本莞爾委員） 

異議なしと認め、諮問第２号は、諮問のとおり答申することに決しました。  

次に、その他の事項につきまして事務局からありましたら、お願いします。 

 国保医療課長（八重樫洋子君） 

   ２月４日に研修会を開催させていただきまして、その際に説明させていただ

きましたが、データヘルス計画についてでございますが、その後、国保連の評

価支援委員会のほうから、２月１２日付けで助言をいただきました。具体的な

内容としましては、ターゲットの絞り込みや取組課題の重点化、事業効果の明

確化などのご指摘をいただきまして、これらについて、ただいま検討している

ところです。委員の皆様には、後ほどになりますけれども、改めて素案をお示

しいたしますので、その際にご意見を賜る予定でございますのでよろしくお願

いいたします。 

また、参考資料としまして、「平成２７年度花巻市国民健康保険事業運営に

ついて」、「花巻市の国保 平成２６年度版」、そして国保中央会が作成しま

した「国民健康保険の安定を求めて」というリーフレットを配布させていただ

いておりますので、後ほどご覧いただきたいと思います。事務局からは以上で

ございます。 

会長（藤本莞爾委員） 

 それでは、これをもちまして議長の務めを終わらせていただきます。皆様の

ご協力に感謝申し上げます。ありがとうございました。 

国保医療課長（八重樫洋子君）  

   以上をもちまして、本日の花巻市国民健康保険運営協議会を閉会いたします。 

 本当にありがとうございました。 

 

 （閉会 午後１時３８分） 

 

 


